


継
続
協
議

継
続
協
議

第
１２
回
合
併
協
議
会
が
１０
月
２５
日
（
月
）
大

館
市
立
中
央
公
民
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
で
、
第
１３

回
合
併
協
議
会
が
１１
月
８
日
（
月
）
田
代
町
総

合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
１２
回
協
議
会
内
容
（
１０
月
２５
日
）

協
議
案
第
５２
号
・
病
院
、診
療
所
の
取
扱
い
に
つ
い
て

本
案
件
は
、
前
回
の
協
議
会
で
大
館
市
立
総
合
病
院

及
び
比
内
町
立
扇
田
病
院
の
間
で
の
機
能
分
担
の
取
扱

い
な
ど
に
つ
い
て
追
加
資
料
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
継

続
協
議
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

初
め
に
、
病
院
部
会
に
よ
る
追
加
資
料
の
説
明
後
、

大
館
市
議
会
議
長
の
伊
藤
委
員
か
ら
報
告
さ
れ
た
「
扇

田
病
院
の
内
情
を
知
ら
ず
し
て
良
し
悪
し
を
決
め
る
の

は
早
急
で
は
な
い
か
」
と
の
市
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら
熱
心
な
質
疑
を
展
開
し
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
本
協
議

会
で
の
質
疑
応
答
の
内

容
を
市
議
会
に
持
ち
帰

り
、
継
続
協
議
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

○
主
な
質
問
や
意
見

・
今
後
、
少
な
く
と
も

５
年
間
の
医
師
確
保

や
財
政
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

・
病
院
の
規
模
が
小
さ

い
と
、
多
方
面
に
お
い
て
効
率
が
悪
い
。
厚
生
連
の

病
院
で
は
３
０
０
床
以
下
の
病
院
は
２
年
ほ
ど
前
か

ら
医
療
収
入
の
環
境
が
変
わ
っ
た
せ
い
か
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
今
の
よ
う
な
独
立
採
算
制

の
方
式
で
い
け
ば
扇
田
病
院
も
今
後
と
も
非
常
に
厳

し
い
運
営
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

２
つ
の
病
院
で
患
者
の
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
機
能
分
担
を
し
、
両
方
合
わ
せ
て
採
算
の
と
れ
る
よ

う
な
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

協
議
案
第
５７
号
・
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

事
務
局
の
原
案
説
明
後
、
佐
藤
副
会
長
か
ら
、
先
の

首
長
会
議
で
の
協
議
結
果
が
原
案
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
と
発
言
が
あ
り
、
会
議
を
休
憩
し
て
臨
時
の
首
長
会

議
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

比
内
町
議
会
議
長
の
渡
辺
委
員
か
ら
は
、
「
比
内
町

議
会
と
し
て
は
原
案
に
賛
成
で
き
な
い
。
議
会
と
し
て

は
、
地
域
振
興
特
定
基
金
を
新
設
す
る
と
い
う
佐
藤
副

会
長
の
案
が
ふ
さ
わ
し
い
」
と
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

田
代
町
議
会
議
長
の
荒
川
邦
隆
委
員
か
ら
は
、
「
町

議
会
と
し
て
は
原
案
に
賛
成
す
る
」
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
比
内
町
に
つ
い
て
は
も
う
一
度
、
町
で

協
議
し
た
上
で
、
次
回
の
協
議
会
で
継
続
し
て
協
議
を

協議案第５２号 病院、診療所の取扱い

第１１回協議会から継続して協議が重ねられ

ており、第１３回協議会で次のとおり確認され

ました。

（１）病院事業の名称、診療科目及び病床数に

ついては、現行のとおりとする。ただし、

扇田病院については、名称を大館市立扇

田病院とし、一部診療科目については機

能分担を検討する。

（２）使用料及び手数料に関する事項について

は、合併時に統一する。

（３）救急病院に関する事項については、現行

のとおりとする。

（４）車両管理については、使用する病院で管

理する。また、扇田病院の患者送迎バス

については、現行のとおりとする。

（５）累積欠損金については、合併時までに解

消する。

（６）扇田病院の不良債務については、合併時

までに解消する。

（７）田代町診療所の運営については、現行の

とおり新市に引き継ぐ。

協議案第５７号 財産の取扱いについて

第１２回、第１３回協議会で協議され、次のと

おり確認されました。

（１）合併時の財産及び債務については、すべ

て新市に引き継ぐ。ただし、大館市地域

振興基金（現在、社会福祉環境整備基金

で運用）、比内町まちづくり基金及び田代

町地域振興基金については、合併時に統

合し、使途については、それぞれの市町

の意向を尊重する。

（２）財産区については、合併時における状況

のとおり新市に引き継ぐ。

（３）山林等の旧慣による使用権については、

合併時における状況のとおり新市に引き

継ぐ。

協議案第５８号 消防団の取扱いについて

第１２回協議会で次のとおり確認されました。

（１）消防団組織については、合併時は連合消

防団形態とし、合併後平成２０年度をめど
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協議内容

第１２回協議会（１０／２５）

第１３回協議会（１１／８）
での協議結果



確

認

確

認

継
続
協
議

継
続
協
議

確

認

継
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協
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す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
案
第
５８
号
・
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
第
５９
号
・
窓
口
業
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
大
館
市
以
外

に
出
張
所
を
増
設
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
る
の
か
」

と
比
内
町
の
委
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
住
民
部
会
長
か
ら
は
、
今
回
は
合

併
前
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
と
の
方
針
で
あ
る

た
め
、
増
設
す
る
考
え
は
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

協
議
案
第
６０
号
・
高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

「
原
案
で
は
合
併
時
に
金
婚
式
を
廃
止
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
疑
問

が
あ
る
。こ
う
い
う
方
針
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
い
た
い
」

と
大
館
市
の
委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
市
議
会

と
し
て
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
市
議
会
へ
持
ち
帰
り

再
協
議
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
継
続
協
議
と
な
り
ま
し

た
。

協
議
案
第
６１
号
・
学
校
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

本
案
件
は
、
奨
学
金
貸
付
の
対
象
者
の
範
囲
、
そ
し

て
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
へ
の
就
学
援
助
の
支

給
時
期
、
新
入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
に
つ
い

て
、
相
次
ぎ
質
問
、
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
幹
事
会
に
差

し
戻
し
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
協
議
会
ま
で
に
、
幹
事
会
で
再
検
討
を
し
た

後
、
協
議
会
で
再
度
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
案
第
６２
号
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て

原
案
通
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
比
内
町
の
２
委
員

か
ら
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
極
力
抑
え
る
よ
う
に

調
整
し
て
ほ
し
い
」「
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
行
政
の
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
を
担
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う
点
を

理
解
し
た
上
で
、
今
後
と
も
行
政
の
中
で
支
援
し
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

○
第
１３
回
協
議
会
内
容
（
１１
月
８
日
）

協
議
案
第
１８
号
・
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
に

つ
い
て
は
、
第
９
回

協
議
会
で
の
原
案
確

認
後
、
県
の
合
併
支

援
室
や
市
町
村
課
な

ど
関
係
各
課
と
「
内

協
議
」
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

第
１３
回
協
議
会
で

は
、
そ
の
内
協
議
で

指
摘
さ
れ
た
点
を
修

に統合する。

（２）消防団人事については、合併時に団長及

び副団長の任期を３年に統一し、団員の定

年は６２歳とする。ただし、田代町につい

ては、統合時まで定年は６３歳とする。報

酬等については、合併時に大館市の制度

に統一する。

（３）消防車等については、現行のとおり新市

に引き継ぐ。

（４）消防団の諸行事については、当面現行の

とおりとする。

協議案第５９号 窓口業務の取扱いについて

第１２回協議会で次のとおり確認されました。

（１）窓口業務については、住民サービスの利

便性を図るよう調整に努める。

（２）昼休憩時の窓口業務については、現行の

とおりとする。

（３）閉庁日及び夜間の窓口業務については、

現行のとおりとする。

（４）出張所については、現行のとおりとする。

協議案第６０号

高齢者福祉事業の取扱いについて

第１２回、第１３回協議会で協議され、次のと

おり確認されました。

（１）高齢者（老人）福祉計画については、合

併後に再編する。

（２）高齢者サービス総合調整会議（地域ケア

推進事業）については、合併時に再編す

る。

（３）在宅介護支援センターについては、合併

時に再編する。現在２カ所ある基幹型在

宅介護支援センターは、新市において１

カ所とし、大館市に置く。地域型は、大

館市５カ所、比内町１カ所、田代町１カ

所とする。

（４）敬老関係事業については、地域の実情を

考慮しながら調整を図る。

（５）介護予防事業・地域支え合い事業につい

ては、国又は県の制度であり、その要綱

等に準拠しながらサービスの充実に努め

る。

（６）家族介護支援事業については、国又は県

等が定める制度は、その要綱等に準拠し

ながらサービスの充実に努める。各市町

協議内容
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確

認

確

認

確

認

正
し
た
新
市
建
設
計

画
案
が
事
務
局
か
ら

提
案
さ
れ
、
こ
の
計

画
案
で
県
知
事
と
正

式
協
議
す
る
こ
と
で

決
ま
り
ま
し
た
。

第
１４
回
協
議
会
で

は
、
県
知
事
か
ら
の

回
答
を
受
け
、
新
市

建
設
計
画
を
最
終
確

認
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。協

議
案
第
５２
号
・
病
院
、診
療
所
の
取
扱
い
に
つ
い
て

大
館
市
の
伊
藤
委
員
か
ら
、
前
回
の
協
議
会
で
の
扇

田
病
院
の
説
明
を
市
議
会
に
持
ち
帰
っ
て
協
議
し
た
結

果
、
市
議
会
と
し
て
原
案
に
賛
成
で
あ
っ
た
旨
の
報
告

が
あ
り
、
本
案
件
は
、
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
比
内
町
の
委
員
か
ら
、
市
立
総
合
病
院
と
町
立

扇
田
病
院
の
機
能
分
担
に
つ
い
て
は
早
急
な
結
論
あ
り

き
で
は
な
く
、
新
市
の
中
で
二
つ
の
病
院
が
成
り
立
つ

よ
う
な
連
携
や
、
あ
る
い
は
運
営
に
つ
い
て
十
分
な
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
案
第
５７
号
・
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

前
回
の
協
議
会
で
、
佐
藤
副
会
長
が
、
比
内
町
に
使

途
を
限
定
す
る
地
域
振
興
特
定
基
金
を
新
設
す
る
提
案

を
し
、
比
内
町
議
会
を
代
表
し
て
渡
辺
委
員
も
賛
同
し

て
い
ま
し
た
が
、
本
協
議
会
で
佐
藤
副
会
長
か
ら
、
原

案
で
も
比
内
町
の
意
向
に
十
分
配
慮
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
提
案
を
取
り
下
げ
る
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
市
２
町
の
議
会
議
長
で
あ
る
各
委
員
か

ら
各
議
会
の
意
向
も
原
案
に
賛
成
で
あ
る
旨
、
報
告
が

あ
り
、
本
案
件
は
原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
第
６０
号
・
高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

本
案
件
の
う
ち
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
金
婚
式

の
取
扱
い
に
つ
い
て
追
加
資
料
が
提
出
さ
れ
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
館
市
の
伊
藤
委
員
か
ら
、
市
議
会
と
し
て
は
、
合

併
時
に
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
再
編
を
し
な
が
ら
も

続
け
て
ほ
し
い
と
の

市
議
会
の
意
向
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
意
向
を
も
と

に
、
原
案
を
修
正
し

て
、
平
成
１７
年
度
以

降
も
実
施
の
方
法
に

つ
い
て
の
検
討
を
加

え
て
継
続
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

が独自に実施している事業等については、

地域の実情を考慮しながら調整を図る。

（７）生きがい活動支援事業については、合併

時に再編する。ただし実施体制、方法に

ついては、地域の実情を考慮しながら調

整を図る。

（８）高齢者福祉施設の運営事業については、

現行のとおり新市に引き継ぐ。ただし、

ケアハウスの運営管理については、大館

市の制度を適用する。

（９）高齢者バス券交付事業については、大館

市の制度を適用する。

協議案第６１号

学校教育事業の取扱いについて

第１２回、第１３回協議会で協議され、次のと

おり確認されました。

（１）奨学金貸付事業については、平成１７年度

は現行のとおりとし、平成１８年度から田

代町の制度に統一する。

（２）学校給食事業については、現行のとおり

とし、合併後３年をめどに、運営方法に

ついて検討する。ただし、会計方法につ

いては、平成１８年度に私会計に統一する。

（３）スクールバス運行業務については、現行

のとおりとする。ただし、合併後３年を

めどに、運行方法について検討する。

（４）要保護、準要保護児童生徒の就学援助に

ついては、平成１７年度は現行のとおりと

し、平成１８年度から大館市の制度に統一

する。

（５）新入学児童ランドセル支給事業について

は、平成１８年度以降の全新入学児童に支

給する。

（６）幼稚園就園奨励費補助金については、合

併時に大館市の制度に統一する。

協議案第６２号

社会福祉協議会の取扱いについて

第１２回協議会で次のとおり確認されました。

（１）社会福祉協議会については、それぞれの

実情を尊重しながら、合併を支援する。

（２）社会福祉協議会への事業委託・事業補助

については、社会福祉協議会の事情を尊

重しながら調整に努める。
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協議内容



確

認

承

認

承

認

協
議
案
第
６１
号
・
学
校
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

本
案
件
は
幹
事
会
へ
差
し
戻
し
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幹
事
会
で
再
協
議
さ
れ

た
結
果
、
前
回
と
同
様
の
原
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

奨
学
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の
範
囲
が
最
も
広
い
田
代
町
の
制
度
に

統
一
す
る
こ
と
と
し
て
、
原
案
を
修
正
し
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新

市
で
は
平
成
１８
年
度
か
ら
、
大
学
、
短
大
の
ほ
か
、
高
校
、
高
専
、
専
修
・
各
種
学

校
の
学
生
・
生
徒
も
奨
学
金
貸
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

要
保
護
、
準
要
保
護
の
就
学
援
助
の
支
給
時
期
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
以
降
に

発
行
が
可
能
と
な
る
所
得
証
明
書
に
基
づ
い
て
認
定
を
行
う
と
い
う
国
や
県
の
指
導

に
基
づ
き
、
大
館
市
の
制
度
に
統
一
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
支
給
を
す
る
こ
と
で

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
入
学
児
童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
支
給
に
つ
い
て
は
、
大
館
市
の
伊
藤
委
員
か

ら
、
市
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え
て
、
新
市
の
小
学
校
全
入
学
児
童
に
支
給
す
る
案
が

提
案
さ
れ
、
原
案
を
修
正
し
全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
第
６３
号
・
合
併
協
定
書
案
に
つ
い
て

合
併
協
定
書
と
は
、
合
併
の
方
式
な
ど
の
基
本
４
項
目
や
各
種
事
務
事
業
の
取
扱

い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
合
併
協
議
会
に
お
い
て
協
議
・
確
認
し
て
き
た
事
項
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

１１
月
２９
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
合
併
調
印
式
に
お
い
て
１
市
２
町
の
市
長
、
町
長

が
、
調
印
・
署
名
を
し
、
県
知
事
、
市
町
議
会
議
長
が
立
会
人
と
し
て
調
印
・
署
名

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案
第
６４
号
・
合
併
関
連
議
案
等
に
つ
い
て

合
併
関
連
議
案
と
は
、
１１
月
２９
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
合

併
協
定
書
の
調
印
後
、地
方
自
治
法
、合
併
特
例
法
に
基
づ
き
、

個
別
に
各
市
町
議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
合

併
に
つ
い
て
の
議
案
の
こ
と
で
、
各
市
町
の
議
会
に
お
い
て
、

１２
月
の
定
例
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
こ
の
合
併
関
連
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
案

第
５２
号

病
院
、
診
療
所
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
５７
号

財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
５８
号

消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て（

確
認
）

協
議
案

第
５９
号

窓
口
業
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
６０
号

高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
６１
号

学
校
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
６２
号

社
会
福
祉
協
議
会
の
取
扱
い
に
つ
い

て

（
確
認
）

協
議
案

第
１８
号

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

（
継
続
協
議
）

協
議
案

第
５２
号

病
院
、
診
療
所
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
５７
号

財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
６０
号

高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て

（
確
認
）

協
議
案

第
６１
号

学
校
教
育
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
確
認
）

協
議
案

第
６３
号

合
併
協
定
書
案
に
つ
い
て
（
承
認
）

協
議
案

第
６４
号

合
併
関
連
議
案
等
に
つ
い
て（

承
認
）

第
１３
回
合
併
協
議
会

報
告
・
協
議
案
件

第
１２
回
合
併
協
議
会

報
告
・
協
議
案
件

平
成
１６
年
１１
月
８
日

平
成
１６
年
１０
月
２５
日

協議内容 協議案件
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協
議
会
資
料
は
す
べ
て
公
開
し
て
お
り
、
合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。http

://o
ht-
gappe

i.jp
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調 整 状 況

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

※法律が改正されたため再協議

確認（４／９第２回協議会）

確認（４／９第２回協議会）

確認（１１／８第１３回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（５／１７第４回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（４／２８第３回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（１０／２５第１２回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（４／２８第３回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（１０／２５第１２回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（１１／８第１３回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

提案

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設 定 項 目

合併の方式

合併の期日

新市の名称

新市の事務所の位置

財産の取扱い

事務組織及び機構の取扱い

本庁組織、出先機関、

附属機関、地域審議会

農業委員会の委員の定数

及び任期の取扱い

地方税の取扱い

一般職の職員の身分の取扱い

特別職の身分の取扱い

条例、規則等の取扱い

議会の議員の定数及び

任期の取扱い

一部事務組合等の取扱い

一部事務組合、協議会、

公社、第三セクター

使用料、手数料等の取扱い

公共的団体等の取扱い

補助金、交付金等の取扱い

町名、字名の取扱い

慣行の取扱い

市章、花、木、歌、

憲章・宣言、行事

国民健康保険事業の取扱い

介護保険事業の取扱い

消防団の取扱い

行政区の取扱い

各種事業の取扱い

男女共同参画事業

国際交流事業等

電算システム事業

広報広聴関係事業

納税関係事業

消防防災関係事業

交通関係事業

窓口業務

保健衛生事業

病院、診療所

休日、夜間、救急診療

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

No

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２３

分類

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群

Ｆ群

Ｇ群

調 整 状 況

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（１１／８第１３回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（８／２第７回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（９／１４第９回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（８／２４第８回協議会）

確認（１１／８第１３回協議会）

確認（９／２７第１０回協議会）

確認（１０／１２第１１回協議会）

確認（１０／２５第１２回協議会）

確認（１１／２２第１４回協議会）

提案

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

設 定 項 目

障害者福祉事業

高齢者福祉事業

児童福祉事業

保育事業

生活保護事業

その他福祉事業

健康づくり事業

ごみ収集運搬業務

環境対策事業

農林水産関係事業

商工・観光関係事業

建設関係事業

上水道、下水道事業

小、中学校の通学区

学校教育事業

文化振興事業

社会教育（生涯学習）事業

社会福祉協議会

新市建設計画

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

No

２３

２３

２３

２４

分類

Ｈ群

Ｉ群

Ｊ群

�

合併協定項目の調整状況
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平成１６年１１月２２日現在

合併協定項目の調整は次の順番で進められ
ていきます。

合併協議会へ案件を提案

合併協議会で協議・調整

合併協議会で確認

分科会で協議・調整

専門部会で協議・調整

幹事会で協議・調整

合併協定項目

）

）

）

（

（

（
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